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！営利目的での無断転載を禁じます。学術研究など非営利目的で使用される場合でも、事

前に作成者までご連絡ください。

＊季節や時間帯によって、指定席の一部が自由席に（またはその逆に）変更になる列車が

あります。

＊乗り込み調査データ欄の車両番号などは、原則として車いす対応座席付き車両のものを

記しました。

参考資料 『鉄道ジャーナル』月刊、鉄道ジャーナル社

『ＪＲ電車編成表 '０５冬号』ジェー・アール・アール

記号の説明

指＝指定席 自＝自由席 グ＝グリーン車

展＝展望席 定＝定員制 個＝個室（セミコンパートメント等を含む）

Ｈ＝車いす対応座席 ｈ＝車いすスペース Ｍ＝多目的室

Ｂ＝ベビーベッド付トイレ（車いす対応） ｂ＝ベビーベッド付トイレ（車いす非対応）

Ｗ＝ベビーベッド無トイレ（車いす対応） ｗ＝ベビーベッド無トイレ（車いす非対応）

Ｏ＝オストメイト対応トイレ（車いす対応）

Ｐ＝公衆電話（車いす対応） ｐ＝公衆電話（車いす非対応）

Ｖ＝飲料自動販売機（車いす対応） ｖ＝飲料自動販売機（車いす非対応）

Ｋ＝売店 ｋ＝車内販売準備室 Ｃ＝車掌室 Ｓ＝喫煙コーナー

細字 ＝受動喫煙が発生していない禁煙車

ゴシック体 ＝喫煙車

斜字 ＝喫煙コーナーがある禁煙車（下記注を参照）

斜字 ＝喫煙車または喫煙コーナーに隣接している禁煙車（同上）

＊印 ＝増結車（連結しない列車があります）

黄色の網かけ＝２００７年３月１８日のダイヤ改正で新たに「受動喫煙が発生していない

禁煙車」となった車両

注：「喫煙車または喫煙コーナーに隣接している禁煙車」について

２００４年秋に、産業医科大学（福岡県北九州市）産業生態科学研究所の大和浩教授の

研究班が、営業列車内の粉じん濃度に関する立ち入り調査を行いました。その結果、喫

煙車または喫煙コーナーに隣接している禁煙車では、隣接する喫煙車などからドア開閉

時に、もしくは空調装置を経由して流入するたばこ煙によって、両側を禁煙車に挟まれ

た禁煙車両と比べて著しく高い、厚生労働省が定めた職場の環境評価基準をオーバーす

る高濃度の粉じんが検出されました。このことから、本表で「ゴシック体」「斜字」「斜

字」のいずれかで表現した車両は、いずれも受動喫煙を防止できていない、公衆衛生上

問題がある車両であると言えます。
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【東海道・山陽新幹線】

のぞみ（Ｎ７００系、ＪＲ東海Ｚ編成・ＪＲ西日本Ｎ編成）

＊⑪号車の１２番ＡＢ席が車いす対応座席（太平洋・瀬戸内海側、肘掛け跳ね上げ式）で、

デッキ寄りの１３番ＡＢ席が同伴者用として確保されています。これらの席は、車いす

利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、富士山・玄界灘側です。

＊③⑦⑩⑮号車の喫煙ルームには、自動ドアとエアカーテンが設置されていますが、受動

喫煙防止効果は未確認です。また、試作編成では喫煙ルームは設置されていません。

※乗り込み調査未実施記録

２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日）

東京８時０３分発「のぞみ１０７号」

車両番号・⑪号車＝７８６－３７０３（Ｎ３編成、２００７年製・メーカー名は不明）

同日・東京１２時５０分発「のぞみ２９号」

車両番号・⑪号車＝７８６－７０４（Ｚ４編成、２００７年製・メーカー名は不明）

←博多 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自b 自 S自b p指 指b v指 指Skb Cグ

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

pグb グS kv指HMO P指 指b 指 S指pb 指

【東海道・山陽新幹線】

のぞみ、一部のひかり・こだま（７００系、ＪＲ東海Ｃ編成・ＪＲ西日本Ｂ編成）

＊⑪号車の１２番ＡＢ席が車いす対応座席（太平洋・瀬戸内海側、肘掛け跳ね上げ式）で、

デッキ寄りの１３番ＡＢ席が同伴者用として確保されています。これらの席は、車いす

利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、富士山・玄界灘側です。

＊⑫号車の電話室は、車内専用の車いす（バギー）に限り、ドアを開けた状態で利用可能

です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月９日（金曜日）新大阪６時０３分発「のぞみ２００号」

車両番号・⑪号車＝７２６－７４９（Ｃ５０編成、２００４年・日立製）

※再調査実施記録

２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日）

東京７時３３分発「のぞみ６１号」

車両番号・⑪号車＝７２６－７２５（Ｃ２６編成、２００１年・日本車両製）

←博多 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自b p自 v自b 指 指b p指 指vkb Cグ

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

グb グC kv指HMW P指 指b 指 v指b p指
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【東海道・山陽新幹線】

のぞみ（５００系、ＪＲ西日本Ｗ編成）

＊⑪号車の１２番ＡＢ席が車いす対応座席（太平洋・瀬戸内海側、肘掛け跳ね上げ式）で、

デッキ寄りの１３番ＡＢ席が同伴者用として確保されています。これらの席は、車いす

利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、富士山・玄界灘側です。

＊⑫号車の電話室は、車内専用の車いす（バギー）に限り、ドアを開けた状態で利用可能

です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月１６日（金曜日）東京７時５０分発「のぞみ９号」

車両番号・⑪号車＝５２７－７０１（Ｗ１編成、１９９６年・日本車両製）

※再調査実施記録

２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日）東京６時５０分発「のぞみ５号」

車両番号・⑪号車＝５２７－７０２（Ｗ２編成、１９９７年製・メーカー名は失念）

←博多 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自b p自 自b 指 指b p指 指kb Cグ

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

グb グC k指HMB P指 指b 指 指b p指

【東海道・山陽新幹線】

ひかり・こだま、一部ののぞみ（３００系、ＪＲ東海Ｊ編成・ＪＲ西日本Ｆ編成）

＊⑪号車の１２番ＡＢ席が車いす対応座席（太平洋・瀬戸内海側、肘掛け跳ね上げ式）で、

デッキ寄りの１３番ＡＢ席が同伴者用として確保されています。これらの席は、車いす

利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、富士山・玄界灘側です。

＊電話がすべて車いす対応構造なのは、電話台の下を消火器置き場とした内装の結果偶然

そうなったものであり、バリアフリー化とはあまり関係がないと思われます。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月９日（金曜日）新大阪６時４９分発「のぞみ２０２号」

車両番号・⑪号車＝３２５－７４４（Ｊ４５編成、１９９７年・日本車両製）

※再調査実施記録

２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日）

東京７時０６分発「ひかり４０１号」

車両番号・⑪号車＝３２５－３７０１（Ｆ１編成、製造年・メーカー名は失念）

←博多 東京→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自b P自 k自b 指 指b P指 指kb Cグ

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

グb グC k指HMW P指 指b 指 k指b P指
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【山陽新幹線】

ひかりレールスター（７００系、Ｅ編成）

＊⑦号車の１２Ａ席が車いす対応座席（瀬戸内海側、窓側向きに回転）で、デッキ寄りの

１３Ａ席が同伴者用として確保されています。これらの席は、車いす利用者からの予約

がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、中国山地側です。

＊⑧号車の電話室は、車内専用の車いす（バギー）に限り、ドアを開けた状態で利用可能

です。

＊⑧号車のセミコンパートメントは、４人用×４室です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月９日（金曜日）新大阪６時２５分発「ひかり４４３号」

車両番号・⑦号車＝７２５－７７１１（Ｅ１１編成、２０００年・日本車両製）

※再調査実施記録

２００７年１１月１０日（土曜日）新大阪６時００分発「ひかり４４１号」

車両番号・⑦号車＝７２５－７７０８（Ｅ８編成、２０００年・近畿車両製）

←博多 新大阪→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自b 自 vk自b p指 指b 指C kv指HMW P指ｺ

【山陽新幹線】こだま（１００系、ＫおよびＰ編成）

＊６両編成・４両編成とも、③号車の１４Ａ・１５Ａ席が車いす対応座席ですが、自由席

のため利用できない場合があります。

車いす対応座席は、窓側向きに回転するうえ肘掛けが跳ね上がらない構造になっている

ため、車いすからの乗り移りには困難が生じています。

多目的室は、いずれも中国山地側です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月９日（金曜日）新大阪７時０１分発「こだま６３３号」

車両番号・③号車＝１２５－３７５７（Ｋ６０編成、２００３年に２＆２シート化など

のリニューアル改造を博多総合車両所で施工）

※再調査実施記録

２００７年１１月１０日（土曜日）新大阪７時０１分発「こだま６３３号」

車両番号・③号車＝１２５－３７０２（Ｋ５９編成、２００３年に２＆２シート化など

のリニューアル改造を博多総合車両所で施工）

←博多 新大阪→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

自w 自 自HMkW pC指 自w 自

（Ｋ編成）

① ② ③ ④

自w 自 自HMW p指

（Ｐ編成）
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【山陽新幹線】こだま（０系、Ｒ編成）

＊③号車の１２Ａ・１３Ａ席が車いす対応座席（太平洋・瀬戸内海側）ですが、自由席の

ため利用できない場合があります。

また、③号車の１２Ｄ・１３Ｄ席が車いす対応座席（中国山地側）も車いす対応座席に

なっている編成もあります（再調査の編成）。

車いす対応座席は、窓側向きに回転するうえ肘掛けが跳ね上がらない構造になっている

ため、車いすからの乗り移りには困難が生じています。

多目的室は、中国山地側です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月９日（金曜日）新大阪６時２５分発「こだま６３１号」

車両番号・③号車＝２９－７９０３（Ｒ６８編成、１９８５年・東急車両製。２＆２シ

ート化などのリニューアル改造の実施年・施工箇所名は失念）

※乗り込み調査実施記録

２００７年１１月１０日（金曜日）新大阪６時３０分発「こだま６３１号」

車両番号・③号車＝２９－７９０２（Ｒ６７編成、１９８４年・日本車両製。２＆２シ

ート化などのリニューアル改造の実施年・施工箇所名は失念）

←博多 新大阪→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

自w 自 pk自HMW C指 自w 自

【九州新幹線】つばめ（８００系、Ｕ編成）

＊①号車の１１Ａ・１２Ａ席と⑤号車の１６Ａ・１７Ａ席（いずれも有明海の反対側で、

通路向きに回転）が車いす対応座席ですが、⑤号車は自由席のため利用できない場合が

あります。

＊②⑥号車の公衆電話には専用の「コミカカード」が必要です（日本テレコム系のため。

ＮＴＴの「テレホンカード」は使用不可）。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月２６日（月曜日）鹿児島中央８時１６分発「つばめ３８号」

車両番号・①号車＝８２１－３、⑤号車＝８２６－１０３

（Ｕ００３編成、いずれも２００３年・日立製）

←鹿児島中央 新八代→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

指HW P指 指b v自 自HW P自
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【東北新幹線】はやて、やまびこ、なすの（Ｅ２系、Ｊ編成）

＊普通車では⑩号車の１Ｂ席が車いす対応座席（太平洋側の通路側。窓側向きに回転、ひ

じ掛けが跳ね上がる構造）で、隣の１Ａ席（窓側）が同伴者用として確保されています。

グリーン車（⑨号車）では１３Ｄ席（奥羽山脈側）が車いす対応座席です（同上）。

これらの席は、車いす利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売

されます。

＊⑨号車の多目的室は、奥羽山脈側です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月１６日（金曜日）東京６時０４分発「やまびこ４１号」

車両番号・⑨号車＝Ｅ２１５－６、⑩号車＝Ｅ２２４－１０６

（Ｊ６編成、いずれも１９９７年・日本車両製）

←東京 （はやて） 盛岡・八戸→

←東京 （やまびこ） 仙台・盛岡→

←東京 （なすの） 那須塩原・郡山→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

指w 指 v指w p指 k指w 指 v指w p指 CグHMB H指

【東北・上越新幹線】

ＭＡＸやまびこ、ＭＡＸなすの、ＭＡＸとき、ＭＡＸたにがわ（Ｅ４系、Ｐ編成）

＊全車２階建て車両（車端部を除く）で、下表の８両編成を２本つないだ１６両編成で運

転される列車もあります。この場合、⑧号車と⑨号車の間の通り抜けはできません。

＊①～③および⑨～⑪号車の２階は左右各３列の６列席で、背もたれはリクライニングし

ません。また、デッキにはジャンプシートがあります（補助席、下表ではｊで表示）。

＊普通車では⑥⑭号車の１７番ＡＢ席、グリーン車では⑧⑯号車の２１Ｄ席が車いす対応

座席です（いずれも東北新幹線では奥羽山脈側、上越新幹線では榛名山側で、通路側向

きに回転）。これらの席は、車いす利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向

けにも発売されます（１６両編成列車では、⑥⑧号車と⑭⑯号車のいずれかが、最初か

ら一般向け発売枠とされています）。

また、⑧⑯号車では⑦⑮号車側のデッキのリフトが車いす対応構造になっています（通

常は車内販売用ワゴンの昇降に使用）。

＊⑧⑯号車の多目的室は、東北新幹線では太平洋側、上越新幹線では赤城山側です。

※乗り込み調査実施記録 ２００７年２月２７日（火曜日）

仙台１６時１１分発「ＭＡＸやまびこ２１８号」の①～⑧号車

車両番号・⑥号車＝Ｅ４５５－３

⑧号車＝Ｅ４４４－３（Ｐ３編成、いずれも１９９７年・川崎重工製）

←東京 （ＭＡＸやまびこ） 仙台→

←東京 （ＭＡＸなすの） 那須塩原・郡山→

←東京 （ＭＡＸとき） 新潟→

←東京 （ＭＡＸたにがわ） 高崎・越後湯沢・ガーラ湯沢→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自 自 自 指 指 指 グ Hグ

自
jw 自

自
j p

自
j wv

指
指 CK

指
B 指H

指
p

指
BM

指
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【東北・上越新幹線】やまびこ、なすの、とき、たにがわ（２００系、Ｋ編成）

＊⑦号車の１１番ＡＢ席が車いす対応座席で、デッキ寄りの１２番ＡＢ席が同伴者用とし

て確保されています（東北新幹線では太平洋側、上越新幹線では赤城山側。窓側向きに

回転、ひじ掛けが跳ね上がる構造）。これらの席は、車いす利用者からの予約がない場合

には、当日朝から一般向けにも発売されます。

多目的室は、東北新幹線では奥羽山脈側、上越新幹線では榛名山側です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月１６日（金曜日）東京７時０８分発「とき３０５号」（Ｋ４９編成）

車両番号・⑦号車＝２２５－５０２（Ｋ４９編成、１９８５年・東急車両製、２００２

年に仙台総合車両所でリニューアル改造を実施）

←東京 （やまびこ） 仙台→

←東京 （なすの） 那須塩原・郡山→

←東京 （とき） 新潟→

←東京 （たにがわ） 高崎・越後湯沢→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

自w 自 v自w p自 自w 指 vk指HMpW 指 Cグw 指

【東北～山形新幹線】つばさ（４００系およびＥ３系、Ｌ編成）

＊東北新幹線内でＥ４系と併結して「ＭＡＸなすの」としても運転されます。

＊⑫号車の１Ｄ席が車いす対応座席です（山形新幹線内で月山側）。またＥ３系では、⑪号

車の６Ａ席（グリーン車、山形新幹線内で蔵王山側）も車いす対応座席です。これらの

席は、車いす利用者からの予約がない場合には当日朝から一般向けにも発売されます。

４００系の車いす対応座席は、窓側向きに回転するうえ肘掛けが跳ね上がらない構造に

なっているため、車いすからの乗り移りには困難が生じています。

Ｅ３系の車いす対応座席は、いずれも通路側向きに回転します。

＊⑪号車の多目的室（山形新幹線内で蔵王山側）はＥ３系にのみ設置されていますが、Ｅ

３系と４００系は共通運用されているため、どの列車にどちらの車両が使用されるかは

決まっていません。

＊４００系は２００９年度に、Ｅ３系ベースの新型車両に置き換えられる予定です。

※乗り込み調査実施記録

４００系 ２００７年３月１６日（金曜日）東京６時２８分発「つばさ１０１号」

車両番号・⑪号車＝４１１－８、⑫号車＝４２６－２０８

（Ｌ８編成、いずれも１９９２年製、メーカー名は失念）

Ｅ３系 ２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日）

東京１２時０８分発「つばさ１１５号」

車両番号・⑪号車＝Ｅ３１１－１００２、⑫号車＝Ｅ３２６－１００２

（Ｌ５２編成、いずれも１９９９年・川崎重工製）

←東京 山形・新庄→

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

グHCkB pH指 v指pw 指 指w 自pw 自

（４００系）

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

グHCMkB pH指 v指pw 指 指w 自pw 自

（Ｅ３系）
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【東北～秋田新幹線】こまち（Ｅ３系、Ｒ編成）

＊東北新幹線内でＥ２系と併結して「やまびこ」「なすの」としても運転されます。

＊大曲～秋田間は逆向き（大曲方が⑯号車、秋田方が⑪号車）。

＊普通車は⑫号車の１Ｄ席（東北新幹線内で奥羽山脈側）、グリーン車は⑪号車の６Ａ席（同

じく太平洋側）が車いす対応座席です（いずれも通路側向きに回転）。これらの席は、車

いす利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売されます。

＊⑪号車の多目的室は東北新幹線内で太平洋側にありますが、車内販売の商品倉庫として

も使用されるため、急病人の休憩などに利用できない場合があります（下記調査列車で

車内販売乗務員が実際に商品倉庫として使用していました）。

※乗り込み調査実施記録

２００７年２月２４日（土曜日）秋田１２時０１分発「こまち１６号」

車両番号・⑪号車＝Ｅ３１１－１、⑫号車＝Ｅ３２６－１

（Ｒ１編成、いずれも１９９５年製、メーカー名は失念）

←東京 秋田→

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

グHCMkB H指 v指pw 指 指pw 指

【上越新幹線】ＭＡＸとき、ＭＡＸたにがわ（Ｅ１系、Ｍ編成）

＊全車２階建て車両です（車端部を除く）。

＊①～④号車の２階は左右各３列の６列席で、背もたれはリクライニングしません。

また②～④号車のデッキにはジャンプシートがあります（補助席、下表ではｊで表示）。

＊普通車では⑧号車の２３Ｅ席、グリーン車では⑨号車の２７Ｄ席が車いす対応座席（い

ずれも２階席の榛名山側で、通路側向きに回転）で、車いす用のリフトが設置されてい

ます。これらの席は、車いす利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けに

も発売されます。

⑩号車の多目的室も、榛名山側です。

＊⑨号車のパウダールーム（女性用更衣室、トイレの隣）におむつ交換台があります。

＊平屋部分で空欄の場所は機器室です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月９日（金曜日）東京１３時５２分発「ＭＡＸたにがわ４１５号」

車両番号・⑧号車＝Ｅ１５８－２０１、⑨号車＝Ｅ１４８－１

（Ｍ１編成、いずれも１９９４年・川崎重工製、２００４年に新潟新幹線車両センター

でリニューアル改造を実施）

←東京 （ＭＡＸとき） 新潟→

←東京 （ＭＡＸたにがわ） 高崎・越後湯沢・ガーラ湯沢→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

自 自 自 自 指 指

自
w v

自
j

自
j w

自

pj

自
指

指
w v

指

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

指 H指 グH グ グ 指

指
B

指
K C

指
B

Mv

P 指 指
w

指
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【長野新幹線】あさま（Ｅ２系、Ｎ編成）

＊普通車では⑧号車の１Ｂ席が車いす対応座席（浅間山側の通路側。窓側向きに回転、ひ

じ掛けが跳ね上がる構造）で、隣の１Ａ席（窓側）が同伴者用として確保されています。

グリーン車（⑦号車）では１３Ｄ席（千曲川側）が車いす対応座席です（同上）。

これらの席は、車いす利用者からの予約がない場合には、当日朝から一般向けにも発売

されます。

＊⑦号車の多目的室は、千曲川側です。

＊長野新幹線は、２００５年１２月１日から全車禁煙車です。

※乗り込み調査実施記録

２００７年３月１６日（金曜日）東京６時５２分発「あさま５０３号」

車両番号・⑦号車＝Ｅ２１５－９、⑧号車＝Ｅ２２４－９

（Ｎ３編成、いずれも１９９７年・日立製）

←東京 軽井沢・長野→

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自w 自 v自w p自 k自w 指 CグHMB pH指

以上


